

































































































































































で、Curator of Japanese Collectionという、日本キュレーターの名前で働きながら、日本と
中国との関係史を見渡し、私の予算で買えるのものは積極的に収集し、予算の制約がきつい場








































































れば、やはり“Think out of the box”によって困難な中におかれている中国の復興に寄与す
る事がまず第一義だったと考えて差し支えないのではないかと思います。もしそういう意味で






































学のCenter for Japanese Studiesのオフィスを置き、そこに学生をアメリカから派遣しまし
た。そして、そこに住んで日本全国を回ったのです。もうまさに東亜同文書院の「大旅行」の
ような形でした。地理や産業、文化について、直に日本人と一緒に日本語で付き合い、勉強す
るというものでした。これはミシガン大学岡山分校といいました。これは1947年に設置され、
岡山には1950年に現地分室が開かれ、1955年まで存続していました。岡山県知事と交渉して、
岡山市の中にその学校を建て、学生を育てていったのです。そこの学生はやはり日本語が大変
上手で、卒業後は、学問の方の世界に入った方が多くいます。私がセント・ジョーンズに居た
ときに、歴史の先生で来られた先生も、そこで日本語を勉強したということでした。エズラ・
ヴォーゲル先生はハ－ヴァ－ドですし、もともとハ－ヴァ－ドはフレンチ・ロシア学派の影響
を受けた東洋学の場所です。ですから、エズラ・ヴォーゲル先生に関しては、今の所、お答え
できかねます。しかし、必ず調べますので、お許しください。
